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皆さん、おはようございます。 

最近のきらりを紹介します。 

「本の福袋」の取り組みがよくできています。図書委員会の皆さんが本を選んで、コメントを福袋の中

に入れてくれています。どんな本が入っているか、どんなコメントを書いてあるのか楽しみですね。本の

福袋にチャレンジしてみてはいかがでしょうか。図書委員会の皆さん素敵な企画をありがとうございます。 

さて、今日は「子どもはダイヤモンド」についてお話をします。 

ダイヤモンドは、宝石屋さんで一番高く、一番輝いている宝石です。 

ダイヤモンドがある場所は、地球の地下深くで、ものすごい重さに耐え、ものすごい力で押さえつけ

られ、小さく小さく小さくなって固まり、鉄よりも固くなります。 

そのダイヤモンドが、地面の下から取り出されたときは、どんな姿かというと、もともと輝きがある

わけではなく、色々な道具を使って磨いて磨いて磨き続けていくうちに、輝いてくるのです。    

私は、子どもはダイヤモンド、つまり皆さんはダイヤモンドだと思っています。ですから皆さんは、

つらいこと、大変なこと、いやなことがあっても、「自分はダイヤモンドなのだ。がんばれば光るの

だ。」「どんなことがあっても負けない強さがあるのだ。がんばればできるのだ。」そう思ってどんな

こともあきらめないでください。けっして自分はダメな人間だなんて思わないでください。 

今は、「そんなことを言ったって、できないよ。」「そんなに強くないよ。」と思っても構いませ

ん。しかし、皆さんはその輝き、その強さを、もともともっているのです。今は、その輝く途中、その

強くなる途中なのです。そう信じて、これからもがんばってほしいと思います。皆さんは計り知れない

可能性を秘めているのです。 

 １２日、今週の金曜日までなわとび旬間です。今週もコロナに気を付けて、縄跳びを頑張りましょう！ 
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